

















































































































































































博士論文 古琉球における港湾機能と交易の実態 361 
が，今後大きな課題であり，その展望を内に秘めている。
以上の論文および口頭試問を合わせて，請求者は，学位(博士・歴史学)を授
与されるにふさわしいと判断する。
E 学位授与要記
一、氏名・本 籍
二、学位の種類
三、学位記番号
四、学位授与の条件
五、学位授与年月日
六、学位論文題目
七、審査委員
新島奈津子(日本)
博士(歴史学)
博歴甲第十三号
学位規則第四条第一項該当
平成二十二年三月二十二日
古琉球における港湾機能と交易の実態
主査専修大学文学部 教授太田順三
副査専修大学文学部 教授亀井明徳
副査神戸女学院大学 教授真栄平房昭
